
そもそも創門会って？月に一回のゴミ拾い集団！？

　
型
に
は
ま
る
こ
と
な
く
、
街
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
や

り
た
い
！
」
に
耳
を
傾
け
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ

と
を
す
る
。

目
的
は
、
こ
の
街
を
後
世
へ
と
つ
な
ぐ
こ
と
。
時
代

と
共
に
形
を
変
え
な
が
ら
、「
今
を
生
き
る
」
思
い

を
引
き
継
い
で
い
く
。

「
自
分
の
住
む
街
が
ゴ
ミ
で
い
っ
ぱ
い
な
の
は
嫌

だ
」
と
感
じ
る
人
は
多
い
。

し
か
し
実
際
に
、
ゴ
ミ
を
拾
お
う
と
行
動
に
移
す
に

は
、
勇
気
や
時
間
、
労
力
が
必
要
だ
と
、
私
自
身
感

じ
て
い
る
。

そ
の
一
歩
を
後
押
し
す
る
の
が
「
創
門
会
」
で
あ

り
、
さ
ら
に
そ
の
活
動
を
支
え
る
の
が
地
域
の
皆
さ

ん
の
存
在
だ
。

「
ゴ
ミ
を
拾
う
時
間
は
な
い
け
れ
ど
、
街
を
き
れ
い

に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
を
、
創
門
会
が
つ
な
ぎ
、

地
域
へ
と
届
け
る
。

そ
の
思
い
が
創
門
会
や
共
感
サ
ポ
ー
タ
ー
の
勇
気
と

な
り
、
行
動
と
な
っ
て
皆
さ
ん
の
元
へ
届
く
。
届
い

た
思
い
が
「
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
気
持
ち
や
行

動
の
連
鎖
を
生
み
出
し
て
い
く
。
そ
れ
こ
そ
が
創
門

会
の
目
指
す
地
域
創
生
で
あ
り
、
共
助
・
共
生
社
会

の
実
現
な
の
で
あ
る
。

目
指
す
は
街
の
応
援
団

特集 　調剤薬局を街の”健康拠点”へ
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１
９
８
５
年
に
「
柳
町
調
剤
薬
局
」
と
し
て
開

局
。
２
０
１
８
年
に
現
・
共
同
代
表
が
事
業
承
継

し
８
年
目
を
迎
え
る
。
２
０
２
５
年
４
月
よ
り
新

体
制
と
な
っ
た
。

　
代
表
を
務
め
る
古
邊
氏
（
薬
剤
師
）
は
、
門
司

で
高
校
ま
で
を
過
ご
し
、
長
崎
県
の
薬
学
部
（
６

年
制
）
を
卒
業
。「
医
療
従
事
者
と
し
て
地
元
へ

の
恩
返
し
」
と
の
想
い
で
、
急
性
期
病
院
で
３
年

半
従
事
。
そ
の
後
、
柳
町
調
剤
薬
局
へ
転
職
。
経

営
を
体
系
的
に
学
ぶ
た
め
、
北
九
州
市
立
大
学
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
科
で
二
年
間
学
び
、
２
０
２
５
年
に

修
士
過
程
を
修
了
。

　
学
び
を
活
か
し
、
薬
剤
師
・
調
剤
薬
局
の
価
値

向
上
、
町
興
し
・
地
域
活
性
化
に
本
気
で
取
り
組

ん
で
い
る
。
薬
剤
師
と
し
て
も
ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ

ン
グ
の
知
識
を
有
す
る
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ー
マ
シ
ス

ト
や
研
修
認
定
な
ど
の
資
格
も
有
す
る
。

　
中
村
氏
と
町
興
し
の
任
意
団
体
「
創
門
会
」
を

発
足
。
こ
の
新
聞
の
文
責
を
務
め
て
い
る
。
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LUCIAZ

あなたの言環
書いてみませんか？

言環
北九州版

絵文 efumi

言葉が繋ぐ

心とこころ

素敵なご縁

言葉が巡り

誰かの心にそっと触れた時。

それはきっと『言環』となる。

あなたの一言がまだ知らない誰かへ

希望を与え、そっと背中を押す。

言葉で繋ぐ心とこころ。

偶然のようでどこか必然のご縁。

※言環（ことだま）とは造語で

『言霊』と『環』＝『巡る・繋がる・環』

の意味を組み合わせたものです。

お問い合わせ

皆様の言環
お待ちしております。
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この新聞に関する

ご意見・ご感想は

創門会迄

共感者サポーター創門新聞 大募集！
共感サポーター

今月の言環
＃ファーマシスト

＃恩ある町

素晴らしい言環有難うございます。

恩ある町のため共に
時を刻みましょう！

そして今も昔も、さらに
未来にも

誇れる町　門司へ。

＃時を刻め


